


要約:長期の薬剤服用をした妊婦から出生した児の管理の現状について、全国の NICU 施設

および大学病院 220施設に対してアンケート調査を実施した。甲状腺機能低下症母体から

の児(A)40 例、甲状腺機能亢進症母体からの児(B)84 例、喘息母体からの児(C)25 例が報

告された。投薬との関連では、(B)において 14例(16.7%)の児に影響があったが、(A)、(C)

では影響はなかった。(B)の症状は新生児バセドウ病が最も多く、逆に機能低下症もみら

れた。また共通して低出生体重児か多く(25～28%)light-for-date の比率は 24～57%であ

った。但し有意差はなかった。また、母体甲状腺疾患では 42%、母体喘息では 90%が一般

的新生児ケアを受けた。さらに母乳保育に関して、甲状腺疾患では小児科医 56%、産婦入

科医 59%、喘息では小児科医 82%、産婦人科医 80%が母乳保育を「可」としていた。以上

の調査から、母体甲状腺機能亢進症における新生児バセドウ病発症に注意する必要がある。

また、低出生体重児、およびhdlt-for-date の多いことも留意すべきである。母体甲状腺

疾患では、各医師が母乳保育についてより慎重であることも判明した。


